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【手続補正書】
【提出日】平成23年1月31日(2011.1.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像ビットストリームの処理方法
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像ビットストリームの処理方法であって、
　（ａ）マルチレイヤの画像ビットストリームから、画像部分に関連するシンボルを抽出
するステップと、
　（ｂ）上記シンボルから変換係数を生成するステップと、
　（ｃ）上記画像部分がパルス符号変調で符号化されていないという第１の条件を判定す
るステップと、
　（ｄ）マルチレイヤから単一レイヤへの書き換え処理が有効であるという第２の条件を
判定するステップと、
　（ｅ）上記画像部分が画像の最初の画像部分ではないという第３の条件を判定するステ
ップと、
　（ｆ）上記画像部分が１６×１６ブロックを用いた画面内予測モードで符号化されてい
ないという第４の条件を判定するステップと、
　（ｇ）上記変換係数が非ゼロ係数を全く含んでいないという第５の条件を判定するステ
ップと、
　（ｈ）上記第１の条件を満たさない場合、第１の量子化パラメータを用いて上記画像部
分を処理するステップと、
　（ｉ）上記第１の条件を満たすが上記第２の条件から第５の条件までの少なくとも１つ
の条件を満たさない場合、上記シンボルにおいて識別された量子化パラメータを用いて上
記画像部分を処理するステップと、
　（ｊ）上記第１の条件から第５の条件までの全ての条件を満たす場合、前の画像部分か
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ら得た量子化パラメータを用いて上記画像部分を処理するステップと、を含む画像ビット
ストリームの処理方法。
【請求項２】
　上記画像部分がパルス符号変調で符号化されていないという第１の条件を判定する上記
ステップは、I_PCM flagを読み出すステップを含む請求項１に記載の画像ビットストリー
ムの処理方法。
【請求項３】
　マルチレイヤから単一レイヤへの書き換え処理が有効であるという第２の条件を判定す
る上記ステップは、tcoeff_level_prediction_flagに１が設定されていることを判定する
ステップを含む請求項１に記載の画像ビットストリームの処理方法。
【請求項４】
　上記画像部分が画像の最初の画像部分ではないという第３の条件を判定する上記ステッ
プは、マクロブロックアドレスが０よりも大きいことを判定するステップを含む請求項１
に記載の画像ビットストリームの処理方法。
【請求項５】
　上記画像部分が１６×１６ブロックを用いた画面内予測モードで符号化されていないと
いう第４の条件を判定する上記ステップは、マクロブロックタイプフラグを読み出すステ
ップを含む、請求項１に記載の画像ビットストリームの処理方法。
【請求項６】
　上記変換係数が非ゼロ係数を含んでいないという第５の条件を判定する上記ステップは
、上記変換係数内の非ゼロ変換係数の数を計算するステップを含む請求項１に記載の画像
ビットストリームの処理方法。
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